
 

別表２ 博士後期課程論文審査基準 

 

(1) 研究題目 

ア 看護学研究として適切かつ重要か 

イ 研究の内容を反映しているか 

 

(2) 論文の意義 

ア  看護学研究として学術的・実践的な意義があるか 

イ  独自性があるか 

ウ 新規性があるか 

エ 先見性があるか 

オ 新たな知見を提示しているか 

 

(3) 論文の内容 

ア 要旨は、研究の概要（目的・方法・結果・考察・結論）が適切に記述されている 

  か 

イ 研究目的は、研究疑問が十分に絞られ明確に記述されているか 

ウ 研究目的を達成するために研究の背景・意義・研究デザイン・方法ならびに研究

題目に関連する既存の概念・知識は、国内外の文献検討を通して論理的に導かれ

ているか 

エ 研究方法は、研究デザインに基づき具体的かつ明瞭に詳述されているか（対象・

研究方法論・研究手続きなど） 

オ 研究結果は、研究方法に基づき適切に導かれているか 

カ 図・表を正確に作成しているか 

キ 考察は、研究結果と文献の照合等に基づき論理的に解釈され導かれているか 

ク 結論は、研究結果と考察を踏まえて簡潔に論述されているか 

ケ 論旨に一貫性および論理性があり、かつ明瞭な文章表現となっているか 

コ 適切かつ明瞭な文章表現になっているか 

サ 引用文献の表記が適切か           

 

(4) 倫理的配慮 

ア 研究対象者の人権を擁護できるものになっているか 

イ 著作権法に則り、他者の著作物を利用しているか 

ウ 本学の倫理委員会の承認及び学長の許可を得たことが記載されているか  

 

 


